
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

「ＬＩＰ編集局」 

https://love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０２３年１１月号 

├ 作らずにはいられない（24） 空席表示システム 

├ STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

未来のアラブ人 中東の子ども時代（1978-1984） 

├ 枚方ゆかりの本 

   エッセイ集『ワンニャン語のすゝめ』 

├『滝行』の楽しみ２ 権現の滝（大阪府四條畷市） 

├ いまを生きる言葉「森のイスキア」より 

├ 今月の五行歌 

├ なんちゃって農業女子(27) 

├「人の命」と「健康」と 

「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

├ イベント紹介／会計報告 
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滝⾏の楽しみ 『権現の滝』 P.5 

エッセイ集『ワンニャン語のすゝめ』ができました︕ P.4 



（作らずにはいられない）        ＬＩＰ ２０２３／１１ 

〈２〉 

 わたしは市駅前にあるコワーキングスペース

「ビィーゴ」の会員だ。コロナ禍で在宅勤務と

なったのが入会のきっかけだが、それ以後も、

気に入って使い続けている。 

 来ている人たちは、勉強や仕事など、思い思

いに何かしら作業に没頭していることが多い。

静か過ぎず、うるさ過ぎず、自然と自分の作業

も捗る。 

 交流の仕組みも工夫されていて、いろんなイ

ベントが企画されたり、会員対象の部活動もあ

る。 

 わたしはまったくの趣味の独学でプログラミ

ングをしたり、電子工作をしたりしているが、

同好の士が周囲にいなくて情報交換できる場が

ほしかったので、今年春にビィーゴプログラミ

ング部という部活を作ってみた。パソコンで作

業している人が多いので、プログラミングに興

味を持っている会員も多いのではないかと思っ

ていたからだ。 

 月に１回、月例会を開催。自分が作っている

作品を持ち寄り、プレゼンの真似事をしてみた

り、意見交流してみたり。他人の意見というの

は貴重で、自分ではぜったい気づけなかったよ

うな視点で、思いがけない進展もある。 

 初心者歓迎を掲げて、人気のある python（パ

イソン）というプログラム言語の入門講座のよ

うなこともしてみた。でも、月１回ではなかな

か継続した内容にもできず、いまいちうまく運

営できていないと感じていた。 

 それなら、と、ビィーゴ内で実際に使えるよ

うな作品を作ってみようということになり、ス

タッフの方たちとも相談して「空席」の可視化

にチャレンジしてみることになった。 

 ビィーゴ内には、オープンスペース以外に「集

中ルーム」というおしゃべり禁止の部屋がある。

席ごとにパーティションで区切られていて、ひ

たすら作業に集中できるスペースだ。 

 ただ、区切られているので入り口からは見渡

すことができず、部屋の奥の奥まで入って行か

ないと空席があるのかないのかわからないとい

う不便さがある。集中ルームなので、あまりご

そごそ歩き回るのも気が引けるし。 

 こういうときこそプログラミングの出番だ。

防犯カメラの画像を使えば、どの席が空いてい

るのか、判別できるはず。思いついたら『作ら

ずにはいられない』 

 写真に写ったヒトとかモノとかを検出するの

は、流行りのＡＩや機械学習という分野だ。大

量の画像でヒトやモノを学習させ、自動的に判

別できるようにする仕組み。わたしはまったく

のシロウトなのだが、調べてみるとすでに学習

済みのセットがネット上で配布されており、そ

れを使ってみると、すぐにヒトやモノを判別で

きてしまった。うーん。世の中は進歩している

なぁ……。 

 ただ、実用的に使えるようにするには、他に

もいろいろ考えなければならない。判別結果を

だれでも見れるようにするにはどうするか。営

業時間外になったら電源を切り、また翌日電源

を入れるにはどうするか。カメラで写りにくい

端の席の判別をどうするか。 

 自分では、やったことのない事が山積みだ。

調べて、試して、また調べるということを繰り

返す。わたしにとっては至福の時間だ。あっと

いう間に一日が終わってしまう。 

 すごい発見もあった。最初は、部屋全体が写

っている写真を解析して、ヒトを検出したら、

今度は検出した場所はどの席に相当するのか、

ということを繰り返していた。けっこうめんど

くさいプログラムのコードになった。でも、端

の席は仕切りに隠れてるから検出しにくいと悩

んでいて、その部分だけを切り出して検出させ

ていたりしてひらめいた。 

 最初から席に相当する部分だけを切り抜いて

検出したら、あとからどの席に相当するかとか

考える必要ないじゃん。目からウロコだった。

結果、コードはめっちゃ簡略になった。 

 

 そんなこんなで、出来上がってきたシステム

は、ビィーゴ入り口のディスプレイに表示して

もらえるようになった。自分で作ったものが実

用になって他人の役に立つ、ってステキ。大満

足の体験となった。次は何を作ろうかな。 

（ＬＩＰ編集局／ビィーゴ会員 わたなべ） 



（マンガ文庫 蔵書紹介）       ＬＩＰ ２０２３／１１ 

〈３〉 

 10月号に引き続き、今回も寝屋川市立中央図

書館の蔵書を紹介します！ 

 

 10月7日に突如として始まった、パレスチナ自

治区のガザ地区を実効支配するイスラム武装組

織ハマスと、イスラエルの大規模衝突。遠い日

本でも毎日のように現地の悲惨な状況がニュー

スとして流れていたのは始まって1週間くらい

のことで、今ではすっかり下火になったように

思います。でも、今なお紛争は続いています。

複雑な事情を知れば知るほど、終わりも見えな

い…。暗い闇を歩き回っているような絶望や無

力感を感じます。 

今回は寝屋川市立中央図書館にある学習マンガ

を紹介します。 

 

 今回紹介する作品は、イスラエルとパレスチ

ナの問題の理解に役立つとはいえないけれど、

現在につながる混乱の根源に触れる作品とも言

えなくもない…かもしれない。 

未来のアラブ人 中東の子ども時代（1978-1984） 
著：リアド・サトゥフ 

 

 シリア人の大学教員の父、フランス人の母の

あいだに生まれた作家の自伝的コミック。 

激動のリビア、シリア、そしてフランスで目に

した、現在につながる混乱の根源とは――？ 

 イラン・イスラム革命（1978-1979）、その後

のイラン・イラク戦争（1980年-1988年）の激動

の時代を激動の地、リビア・シリアで幼少期を

過ごした作者の日常生活が描かれている貴重な

作品です。 

 

 この作品は、中東問題を直接的に描いた話で

はありません。ただ淡々と作家自身の幼少期の

体験が綴られた日記のような作品です。朝の4

時に礼拝の呼びかけで大音量で聞こえる声も、

シリアで過ごした家がキッチンは狭く、お風呂

は広く、なぜか玄関が家の中で一番広いことも、

子どもたちに子犬がおもちゃにされ、串刺しに

される衝撃的なエピソードも日常の延長線上で

伝えています。 

 

 日本のマンガを読み慣れている私にとっては、

コマ割も起伏がほぼなくて盛り上がりがどこに

あるかよく分からない。まるでスヌーピーの原

書を読んでいるみたいだと思った。 

 

 圧倒的に情報量が多くて、紙面も騒がしい。

ただただ淡々と過ぎる日常が描かれているのだ

けれど、舞台が一般家庭の日常ゆえに、登場す

る人たちの生活や文化、思想がそのまま加工さ

れることなく反映されていて、よくよく読むと

発見が多いと感じることができた。 

 

 読む人を選ぶ作品ではあるけれど、紛争や被

害者の数といった到底身近に感じられないニュ

ースよりは、人となりが伝わるような日常を描

いたエピソードのほうがそこにいる人たちの人

間味を感じられるのではないだろうか。 

 

 複雑なパレスチナ問題の概要を知りたい方はぜひ

こちらの記事もご覧ください。 

 ＮＨＫ 

｢パレスチナ問題ってなに？ １からわかる！ 

イスラエルとパレスチナ（1）～（3）｣ 

 
 
 
 
 
 
 

（みんなでつくる学童STEMs そふえ） 
[ STEMz マンガ文庫 ]で検索！ 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

寝屋川市立中央図書館にある学習マンガ紹介 その２ 



（枚方ゆかりの本）         ＬＩＰ ２０２３／１１ 

〈４〉 

 2016 年発行の『機械の友だち』、2018 年発行

の『愛のききみみ頭巾』に続いて、3 冊目。『Ｌ

ＩＰ』に隔月連載されている「言いたい放題！

アッキー28 号」のエッセイなどを収めた手作り

出版のエッセイ集『ワンニャン語のすゝめ』が

このほど完成しました。 

 

『ＬＩＰ』2018 年 12 月号から 2023 年 8 月号ま

でに掲載されたエッセイ３１編と、新作６編、

ブログ等で発表された２編を収めたエッセイ集

は、184 頁。大きめの活字で、目にも優しく読

みやすいようにと工夫されています。 

 

 日常生活で感じるささやかな思いや、思い出、

障害を持つ息子の選挙投票について、また、大

正生まれの父母の戦争体験など、テーマは多岐

にわたります。 

 

 ちょうど新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶ

ＩＤ-１９）の流行する１年前からウィズコロナ

の現在までに書かれた文章には、「非常事態」で

あったその時々のできごとが書き込まれている

のですが、将来読み返してみたり未来に読むひ

とがいればどんなふうに思うだろうか。そんな

ことを考えてちょっとドキドキしたりしていま

す。 

 

『ＬＩＰ』連載の折に書いた父方の家族の歴史

が好評で、「もっと読みたい」というリクエスト

を受けたので、今回「書きおろし」の形で母方

の歴史についても書いてみました。 

 

 エッセイ集『ワンニャン語のすゝめ』は、定

価 600 円。akkie.toyotaka@gmail.com または、

０９０－５８９３－５６３５（豊髙）までお申

込みいただければ、送料込み 780 円でお送りい

たします。 

 

 これからもアッキー28 号の連載をよろしく

お願いいたします。 

（豊髙明枝） 

 

〜 枚方ゆかりの本 〜 

『ＬＩＰ』の隔月連載から生まれた「言いたい放題！ アッキー２８号」シリーズ第３弾 

エッセイ集『ワンニャン語のすゝめ』ができました！ 

書名：言いたい放題！ アッキー28 号 ３ 

   ワンニャン語のすゝめ 

著者：豊髙明枝（とよたか・あきえ） 

発行：とれぶ出版部 

発行日：2023 年 10 月 20 日 



（『滝行』の楽しみ）         ＬＩＰ ２０２３／１１ 

〈５〉 

 原付バイクで向かいました。道路の舗装が悪

い所があるので途中から押しました。 

 お不動さんに一礼をして滝を打たせて頂きま

した。 

 感想は[スッキリした]の一言です。 

 お気持ちを添えて後にしました。 

 毎月第３週(日)11 時〜法要が執り⾏われてお

ります。ろうそくと線香を供えれる所もありま

すので準備しておいても良いかも知れませんね。 

(更衣室なし) 

＝☆＝☆＝☆＝☆＝☆＝ 

大阪府四條畷市南野 

[権現の滝] 

＝☆＝☆＝☆＝☆＝☆＝ 

松瀬（ＬＩＰ編集局） 

 この本の紹介をする前に「佐藤初女」さんの

ことを少しお話しておきます。今はもうお亡く

なりになられているのですが、⻘森にて「森の

イスキア」という、生きる希望を失った方が豊

かな自然の中で、初女さんの心の

こもった手料理と初女さんの何気

ない一言で生きる力をもらえる居

場所を開設されていて 1995 年映

画「ガイアシンフォニー（地球交

響曲）第二番」により、その活動

が全国的に知られるようになった

方です。ご自身も女学校時代に死

ぬほどの病気を経験し、薬や治療

よりも「食べる事」が大切だと気

づき「いのち」をいただくことを

大切に生きてこられました。 

 私もこの映画のことを20数年前に偶然TVで

観て、初女さんの生き方に感銘を受け、「いつか

⻘森のイスキアに⾏きたい」「佐藤初女さんにお

会いしたい」と思っていたのです。 

 私は晩年の初⼥さんに関⻄での講演会などで

三度ほどお会いできましたが、⻘森のイスキア

には行く事なく今に至っておりました。が、「私

の憧れの女性は、佐藤初女さん」という話をあ

る友達にすると「福島の白川郷に『しらかわイ

スキア』があり、そこで初女さんのマインドを

学べる」と調べてくれて研修に申し込んでくれ

たのです。彼女は「佐藤初女さん」を知ること

もなかったのに（笑） 

 9 月 9 ⽇〜11 日の二泊三日の研

修旅行は、とても素晴らしい出来事

の連続でしたので、ぜひまたの機会

にその話はさせて頂けると嬉しい

です。（連載予定） 

 本の内容は、佐藤初女さんの飾ら

ない言葉の数々です。その言葉の 1

つ 1 つが暖かいので少しご紹介し

ますね。「幸せも安らぎも、どこか

遠くに求めるものではありません。

大切なのは「今、ここ」を生きるこ

と。」「そばにいて共感し、受け止めることで、

その人自身が解決方法を見つける……。それを

一番大事に思っています。」 

 「ありのままに受け止める」そんな初女さん

の生き方に共感し、そう有りたい、と思わせて

もらえる本です。 

 ぜひ、涼しくなったこの秋の夜⻑にご⼀読く

ださい。         （文／木村洋子） 

いまを生きる言葉「森のイスキア」より 
講談社 佐藤初女（さとうはつめ）著 

権現の滝（大阪府四條畷市） 



（五行歌／農業女子）          ＬＩＰ ２０２３／１１ 

〈６〉 

 いよいよ芋な話の最終話「さつまいもの収穫

編」です。（笑） 

 前前回より「草マルチ」といって、黒マルチ

の上に草刈りした草をかけて、夕方できるだけ

涼しくなってから水やりして畑から帰る、など

の工夫をしてきた、この夏のさつま芋。その甲

斐もあって写真①のように 10 月 19 日「紅はる

か」は、それなりに大きさも形も良いものが収

穫できたって感じです。 

 今年一番気を使った「苗植え付けの時間」を

夕方涼しくなってから「しめ縄風の鳥の巣の形

のクッション」を苗の下に敷いて育てた「紫芋」

は写真②のようにどこの畝にも大きな芋が収穫

できました。ところが「安納芋」については写

真③の様にまだ小さかったり、大きいと思った

ら、がっぽりと誰か（おそらくネズミ）に食わ

れた跡があるのです。いよいよ明日 10 月 28 日

から「芋ほりイベント」なのですが、めちゃく

ちゃ心配です。芋掘ったのに、芋が無い、って

ことが起きない事を芋り・じゃなくて、祈りま

す。（二回目笑） 

 昨年ファームの「芋」よりも大活躍したのは、

「芋の蔓」でした。12 月に「クリスマスイベン

ト」があり、リース作りのワークショップを行

いました。写真④は、リースの材料として利用

者様と一緒に作った物です（芋の蔓で作ったリ

ング）。これは去年の残り物ですが、今年も芋ほ

りイベントで刈り取られて捨てられる運命の芋

の蔓は、こうやって「リース」にし、さらに「芋

の茎」写真⑤の皮むきした物は、とある焼き芋

屋さん（おいものプーシャン）がお惣菜にして

販売するので、買い取っていただいております。

作業量の割りに微々たる収入ではありますが…

…（笑） 

 芋の茎をきんぴら風にごま油で炒めて酒、醤

油、砂糖で味付けるとこれがなかなか美味しい

のです。私は「芋の茎のき

んぴら」が好きで、芋より

茎を好んでいると祖母から

「戦時中の食糧難を思い出

す」と怒られたけど。騙さ

れたと思ってぜひ食べてみ

て下さい。    つづく 

       （へそくん） 
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（原発賠償関西訴訟）          ＬＩＰ ２０２３／１１ 

〈７〉 

 10 月19⽇（⽊）⼤阪地⽅裁判所で原発賠償関⻄訴訟第

42 回期日が開かれました。この裁判は、2011 年３月の東

京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故で関⻄に避難してきた

人たちが国と東京電力（以下、東電）に対して起こしたも

のです。 

 本人尋問４日目のこの日の期日は中法廷で行われまし

た。いつものように9 時20 分に傍聴席の抽選が行われ、

抽選に外れた人や遅れてやってきた人たちは近くの弁護

士会館に移動、控室として取った部屋で、いわき市から東

京に避難した、福島原発被害東京訴訟の原告団⻑・鴨下祐

也さんの活動を伝えるビデオを観ました。映像の力は凄い

と思います。これまで名前は聞いて知っていた訴訟の経緯、

原告団⻑となった鴨下さんがなぜ裁判に訴える決⼼をし

たのか。喪われたものがいかに大きかったのか。そんなこ

とが胸に迫って感じられてきました。 

 続いて、参加者からのPR タイム。「これだけはぜひ伝え

たい」と発言する各団体の方たちのなかで、はんげんぱつ

新聞の編集⻑が教えてくださった情報にはびっくり。今⾏

われている各地の裁判で問題になっているのは、一つには

原発事故は予見できたのかということと、二つ目に事前に

対策しておけば事故を防ぐことはできたのかということ

が焦点となっています。防潮堤を築いても想定を上回る津

波が来たら事故を防げなかったのだ、いや、扉を水密化し

ていれば電源喪失は防げたはず、水密化なら短期間で工事

できた、などと議論をしているのだけれど、実は事故当時

１号炉の防護扉は工事中で開いていたのだということ。避

難する前になぜ閉めて行かなかったのか？ マニュ アル

に「避難する際には防護扉を閉める」ということが書 か

れていなかったのだと。呆れるようなこの事実が最近記 

者の取材でようやく明らかになったということです。「『週

刊エコノミスト』７月 25 日号です。中之島の図書館にも

置いてありますよ」とお話しされたのをメモメモ。ぜひ図

書館に行って読んでみようと思いました。 

 その後12 時25 分には、午前中の本人尋問を済ませて法

廷から帰ってきた原告２人とそれぞれの代理人を迎えて、

最初のミニ報告集会。「皆さんのおかげでどうにか今日を

乗り切ることができました」「子どもの健康被害のことが

いちばん心配です。そのことをしっかり伝えられたと思い

ます」とそれぞれ語る原告お２人に、皆拍手。続いて、名

古屋から駆け付けた「だまっちゃおれん！原発事故人権侵

害訴訟 愛知・岐⾩」の⼥性原告団団⻑からは、関⻄訴訟

へのエールと共に、「11 月 22 日名古屋高裁での同訴訟の

判決にぜひ傍聴に来てください！」と熱い訴え。だまっち

ゃおれん訴訟の判決に続き、12 月18日には仙台高裁で子

ども脱被ばく裁判（親子裁判）の判決、同月 22 日には東

京高裁で千葉２陣の判決、26 日には同じく東京高裁で東

京訴訟1陣の判決など、各地で結審や判決が目白押しに続

きます。「全国各地の訴訟団がつながって、最高裁の国の

責任を認めないという判決はおかしい、覆そうと、連帯し

て活動を続けています」と関⻄訴訟原告団代表の森松明希

子さん。兵庫訴訟のサポーターからは、「来年３月21 日（木）

午後2時神⼾地裁で判決が⾔い渡されます。ぜひ応援を！」

と告知がなされました。約半時間のミニ集会が終わると、

その場で各々数人で輪になって情報交換をしながら各自

弁当やパンでお昼タイム。 

 午前の傍聴で帰る方たちもいて、午後１時 30 分からの

期日再開には、私も法廷に入れました。午後は、予定では

親類家族にあたる 3 人の方の本人尋問が午後５時まで行

われるはずでしたが、内２人が相次ぎ体調不良で来られな

くなり、1 人の方について本来の尋問時間を倍増するかた

ちで、主尋問約60 分、休憩をはさみ、東電からの反対尋

問約60 分、国からの反対尋問が約30 分行われ、午後４時

前に閉廷となりました。 

 その後弁護士会館で、二度目のミニ報告集会。法廷では

とても落ち着いて、思わぬ角度から浴びせられる反対尋問

にも、冷静に、余分なことは何も言わず返答を返していた

原告の方から、「ここに来るのが本当に怖かった。川を見

たら飛び込んでしまいたいと思うくらい。口のなかが苦か

った」「でも、法廷に立つと、皆さんの見えない力が感じ

られて、普段話すようにしっかりと、自分の思いを伝える

ことができました」というような言葉を聞いて、そうだっ

たのかとびっくり。辛い思いを乗り越えて本人尋問を終え

られた原告の方の勇気に皆心からの拍手を送りました。 

 次回第43回期日は、大阪地方裁判所で11月30日（木）

午前 10 時開廷、午後５時まで、大法廷で。原告本人尋問

と、午後には専門家証人尋問（反対尋問）が 14 時半頃か

ら予定されています。「大法廷の傍聴席を今回も満席にし

てください。裁判の行く末は世論の力で大きく変わります。

皆さん、ぜひ応援お願いします！」原告団代表の言葉を心

に刻んで帰路に着きました。    （文：豊髙明枝） 

 

☆彡 2024 年 11 月までの期日予定：第 44 回期日 2024 年１月 18

日（木）10：00〜17：00（？ 法廷）／第45回期日２月29日（木）10：00

〜17：00（大法廷）／第46 回期日４月25 日（木）10：00〜17：00（合議

法廷）／第47 回期日５月30 日（木）10：00〜17：00（大法廷）／第48

回期日７月 11 日（木）10：00〜17：00（大法廷）／第 49 回期日９月５

日（木）10：00〜17：00（大法廷？）／第50回期日10月17日（木）10：

00〜17：00（合議法廷）／第51回期日11月28日（木）10：00〜17：00

（大法廷） 本人尋問は以降も続きます。 

～「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判～ 

原発賠償関西訴訟第 42 回期日の報告 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 220 号 今号の発行部数 900 部］ 

次号（１２月号）は、１１月２５日（土）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

26,205 前号から繰り越し 

2,000 応援団寄付 

▼1,018 郵送代 

▼500 ロッカー代 

▼4,630 １０月号印刷代 

22,057 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

平和を願う神戸の友達さん 

STOP WAR NOW 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
自閉症だけでなく生きづらさを感じながら生きている人、その保護者や

関係者の方々 。どうぞフリートークでご参加ください。話すことにより、

何か新しいことに気づけるかもしれません。 
◆学習会 
「ともに学びともに育つ教育をどう進めるか～国連の勧告を経て～」 
・日時：11月18日（土）13：30～16：00 
・場所：枚方市総合文化芸術センター別館 多目的室 
・講師：濱元伸彦氏（関西学院大学教育学部准教授） 
・料金：無料 
※連絡先 春名 072-397-0053 三浪 072-868-9929 

「福島原発事故の今 ～小児甲状腺がん多発の原因は何か～」 
◆日時 11月26日(日) 14:00～16:00 
◆場所 交野市ゆうゆうセンター３階研修室 
      （JR河内磐船駅から徒歩５分） 
◆講師 藤岡毅さん（同志社大学講師） 
◆参加費 ５００円 
◆連絡先 072-892-4938（松村） 
◆主催 憲法とくらしを考える会 
 
福島原発事故後に福島県で行われている「県民健康調査」によると事故

当時、福島県内に居住していた１８歳以下の子どもの甲状腺がん悪性疑

いが３５８人になったそうです。（２３年７月２０日現在）７人の子ども

が原告となり「自分の病気の原因は放射線被曝によるものだ」として、事

故を起こした東京電力を相手取り、裁判を起こしています。 
この問題に詳しい藤岡さんからお話を伺います。マスコミではあまり報

道されない福島原発事故の今についての学習会です。ぜひご参加を。 

【広告】令和５年４月に就労継続支援Ｂ型いちごや

ができました。 

 

福祉でありながらも、一般企業に近い環境で、大

学生アルバイトも多数！ 

たくさんの交流を持ちながら仲間と活躍出来る

場所を目指しています。 

 

あこがれの猫カフェでのお仕事です。 

やりたい事を応援！ その他様々な作業内容が

あります。 

 

・カフェ清掃、調理補助、クッキー製造、事務作

業、猫のお世話、その他様々あり 

・個々の能力や目標に応じ優しくサポート！ 

・⼯賃３万円〜 

・就労時間 11 時から 18 時までの５時間程度 

              ※要相談 

・休日 週休二日制     ※出勤日要相談 

・食事提供 350 円程度 

 

その他、公認心理士従事しています。 

お問合せは 072-868-5001 

【 平和を考える集い 】 
「祝園弾薬庫へのミサイル配備と日本の平和をめぐる情勢」 

◆講師 坪井久行さん（京都・相楽平和委員会代表） 
◆日時 11月11日(土) 
◆会場 枚方市総合文化芸術センター別館（旧メセナ） 
◆主催・連絡先 平和で豊かな枚方を市民みんなでつくる会 
 090-7350-0883（大田） 
◆参加費 ３００円 

【 心理カウンセラー養成講座 】 
～講座体験＆説明会～ 

◆内容 
対人援助やカウンセリングに必要な基礎的なスキルを学べます。 
◆日時 
  11月20日（月）10：30～12：00 
  11月24日（金）10：30～12：00 
  11月24日（金）19：15～20：45 
◆場所：ラポールひらかた  
◆参加費：無料 
申込・問合先：ＮＰＯ法人京阪総合カウンセリング 
  TEL 072-814-7140 
  メール    jimu＠npo-ksc.net 
   http://www.npo-ksc.net 


